









































玉 7．8 7．9 3881 27．3
2 10．1 9．6 2782 27．3
3 15．6 11．2 882 20．0
4 8．6 8．0 2864 22．2
5 8．5 8．4 3562 25．7
6 8．7 9．7 2541 19．0
7 9．0 8．7 1756 12．5
8 9．8 8．7 2113 20．4
9 8．4 8．0 3250 2L3

























































































幹重⊇ 枝重鐙 葉重蛍 地上部全重量
（kg／100n勃（kg／100nの（k9／100㎡） （k9／100mり
実測値 404，845 60，039 22，279 487，163
推定値 397，837 57，636 21，462 476，935
誤差率








































78．2 14．2 4．0 96．41
（81．1） （14．7） （4．1） （100．0）
96．8 19．5 5．2 121．52
（79．7） （16、0） （4．3） （100．0）
75．2 20．3 4．4 99．93
（75．3） （20．3） （4．4） ほ00．0）
69．5 14．3 3．7 87．54
（79．4） （16．3） （4．2） （100．0）
86．9 16．2 4’6 107．65
（80．8） （15．1） （4．3） （100．0）
67．3 12．8 3．5 83．66
（80．5） （15．3） （4．2） （100．0）
38．5 5．5 1．9 45．97
（83．9） （12。0） （4．1） （100。0）
8 63．9 12．5 3．4 79．8
（80．1） （16．7） （4．3） （100、0）
9 63．1 9．3 3．1 75．6
（83．5） （12．3） （4．1） （100、G）
10 62．7 8．4 3．0 74．1










































プロット 幹重量 枝重童 葉重室 地上部全重挺
（tOIMha・年）（tOIUha・年）（tOIWha・年） （tOI1／ha・年）
1 4．5 1．0 4．0 9．5
2 5．2 1．4 52 11．8
3 3．6 1．4 4．4 9．4
4 3．8 1．1 3．7 8．6
5 4．9 1．2 4．6 10．7
6 3．8 LO 3．5 83
7 2．3 0．5 1．9 4．7
8 3．9 0．9 3．4 8．2
9 3．7 0．8 3．1 7．6
10 4．6 0．9 3．0 8．5
IV　要 旨
　コナラ林の物質生産について調べた結果は次のようである。
1．全刈区の現存量の実測値に対する相対生長式から得られた現存量の誤差率は，幹で一1．8％，枝で一
4．2％，葉で一3．8％である。
2．ha当りの現存鐙は，幹で68．6／33．4～115．2ton，枝で13．6／5、2～25．1ton，葉で4．0／1．7～7．2ton，
地上部金体で86．3／40．3～147．5tOnである。
3．各器官の現存量の割合は，幹で80．9／75．3～84．6％，枝で15．0／11．3～20．3％，葉で4．2／4．0～4．4
（262） 小笠原隆三・山本知治・有E日智郎
％である。
4．LAIは6．0／3．1～8．5ha／haである。
5．地上部全体の生産工は8．7／4．7～11、8ton／ha・年である。
6．地上部全体の生産鉱に対する葉の効率は2．38／2．13～2．83ton／tm・ha・年である。
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